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第３章    計画の基本理念・基本方針 

 

 

 

１ 計画の基本理念 

 

すべての子どもが今を幸せに生き、 

夢と希望を持って成長することができるまち なら 

 

本計画は、「第一期奈良市子ども・子育て支援事業計画」を引き継ぐ計画として位置

づけられることから、「第一期奈良市子ども・子育て支援計画（奈良市子どもにやさし

いまちづくりプラン）」の「すべての子どもが今を幸せに生き、夢と希望をもって成長

することができるまち なら」を引き続き基本理念として掲げます。 

子どもは、社会の希望、未来をつくる力です。子どもの健やかな成長と発達が保障

され、本市の「子どもにやさしいまち」の理念にもとづき、子どもの最善の利益を第

一に考慮した取り組みを推進します。また、子どもにやさしいまちづくりを進めるこ

とは、子どもだけでなく、奈良市に住み、又は訪れるすべての人にとってやさしいま

ちづくりにつながるという理念を取り組みの基礎とし、すべての施策に取り組んでい

きます。 

 

～『誰もが子育てに関わり多様な生き方を認めあうまち』～ 

本市の市政運営の根幹となるまちづくりの目標とそれを達成するための基本指針を

示す総合計画は、現在次期計画（第５次総合計画 計画期間 2021 年度から 2030

年度）を策定しているところです。第５次総合計画の策定にあたり、公募による市民

ワークショップにおいて、10 年後の奈良市がどんなまちになってほしいかを考えて

いただき、それぞれの参加者の思いを、子育てに係るまちづくりの方向性として『誰

もが子育てに関わり多様な生き方を認めあうまち』という言葉にまとめあげていただ

きました。互いを認めながら未来の担い手を地域等みんなで育てられるまちにしたい

との思いが込められています。総合計画を実現するための個別計画である本計画にお

いても、基本理念に加えこの視点も併せ各施策に取り組んでいきます。 
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 ２ 計画の基本方針 

（１）子どもがいきいきと心豊かに育つまちづくり 

核家族化や共働き家庭の増加などの社会状況の変化によって、これまで以上に保育

ニーズが高まっています。このような保育ニーズの高まりに対応するため、乳幼児期

における保育サービスの充実や、就学児童の教育・育成施策の充実、放課後の活動場

所の充実を計画的に進め、子どもの自主性や社会性の育成や家庭の子育て・教育力の

強化など、子どもの健やかな成長と発達を総合的に支援していきます。 

また、本市では「子どもたちが今を幸せに生きることができ、将来に夢と希望をも

って成長することのできるまち」を目指して奈良市子どもにやさしいまちづくり条例

を制定しています。子どもが権利をもつ主体であるといった認識のもと、子どもの育

ちを第一に考え、子どもが健やかに、安心して成長していける環境づくりに努めます。 

 

 

 

（２）子どもを安心して生み育てられるまちづくり 

すべての子どもを大切に守り育てるためには、妊娠期から切れ目なく地域が子育て

家庭とつながり、支えることが必要です。少子高齢化の進行、地域のつながりの希薄

化により、子育ての孤立化、育児への不安が増大している現在、妊産婦や乳幼児に対

し、切れ目ない支援を提供し、必要に応じて関係機関による適切な支援へつなげるこ

とは、虐待防止の観点からも重要です。そしてこのことは、安心して妊娠・出産・子

育てができる地域づくりにおいて、重要な役割を果たします。 

子どもたちが成長するどの時点においても健やかに成長していける質の高いサービ

スが提供され、すべての家庭がそれぞれの子育てに合ったサービスを利用できるよう、

利用者に寄り添った子育て支援に取り組みます。 
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（３）地域全体で子どもと子育て家庭を見守るまちづくり 

身近な地域の大人たちが子どもを見守る取り組みを推進するため、保護者だけでな

く、地域住民や子どもが育ち・学ぶ施設の関係者、事業者等、地域の多様な主体が日

常的に子育て家庭を支えることが必要です。また、子どもの成長に応じた適切な支援

が受けられるとともに、安心して生活し、外出できるまちづくりや子どもの遊び場の

提供など、子育てしやすい環境の整備を進めます。 

また、女性の就業率が上昇する中、多くの子育て家庭が直面しているのが子育てと

仕事の両立の問題です。男性も女性も子育てをしながら社会で活躍することが当たり

前に可能な社会を実現しなければなりません。ワーク・ライフ・バランスの理解や促

進に努め、「子育てしやすい環境づくり」を推進します。 
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